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測定機器：日立アロカメディカル㈱　食品放射能測定システムＣＡＮ－ＯＳＰ－ＮＡＩ
　　　　　㈱千代田テクノル　ＲＡＤ　ＩＱＦＳ３００

七ヶ宿町における放射能測定結果について（１０／１１～１１／１５測定分）

※出荷制限中の農林産物：原木しいたけ（露地）、こしあぶら

◎測定は予約制になります。事前に産業振興課に電話でお申込み下さい。
●測定に関する申込・お問い合わせ　産業振興課　☎３７－２１１３（担当：高橋）

◆県精密検査結果
品　目 採　取　地 放射性セシウム測定値

だいこん 侭の上（峠田） 不検出
り ん ご 堤東森（滑津） 不検出

◆農作物・果樹  ※全て不検出
品 　 目 採 取 地 品 　 目 採 取 地

に ん に く 長老 落 花 生 原道下（滑津）
き み 原道下（滑津）

白 菜
原道下（滑津）

小 松 菜 原谷地際（滑津） 原谷地際（滑津）
コ ン ニ ャ ク 芋 原谷地際（滑津） 明神前（関）

青 菜 原谷地際（滑津） は な さ さ ぎ 滑津
八ツ分（滑津） わ さ び 大 根 茂ヶ沢（峠田）

大 根

侭の上（峠田） 赤 か ぶ 関
八ツ分（滑津） キ ウ イ 松原（関）
明神前（関） と ろ ろ 芋 原谷地際（滑津）
矢立平（関） さ つ ま い も 松原（関）
原道下（滑津） 湯原

き ゅ う り 峠田 ほ う れ ん 草 原道下（滑津）
山 ぶ ど う ブナ平（横川） 根 ワ サ ビ 原谷地際（滑津）
こ く わ 原道下（滑津）

柿

原道下（滑津）

小 豆 瀬見原（関） 横川
神林山（関） 島木野（滑津）

ビ タ ミ ン 大 根 滑津 堤沢（滑津）
原道上（滑津） キ ャ ベ ツ 瀬見原（関）

ヤ ー コ ン 原道下（滑津） サ ト イ モ 原道下（滑津）
瀬見原（関） 阿久土（関）

◆林産物
品　　目 採　取　地 放射性セシウム測定値 採　取　地 放射性セシウム測定値

し い た け（ 原 木 ） 苗代端（滑津） 17.6

な め こ（ 原 木 ）
鶴ヶ沢（峠田） 11.3 矢立平（関） 15.0 
侭の上（峠田） 25.0 湯原 23.2
大迎（滑津） 70.2 

な め こ（ 天 然 ） ブナ平（横川） 44.9 
ジャンボナメコ（原木） 白水沢（滑津） 110.5

栗 関 10.1 侭の上（峠田） 不検出
く る み 関 不検出 長老 不検出
ブナハリタケ（栽培） 堤沢（滑津） 10.8
い の は な（ 天 然 ） 柏木山 295.9

ヒ ラ タ ケ（ 栽 培 ）
苗代端（滑津） 不検出 峠田 不検出
原道下（滑津） 13.8 侭の上（峠田） 不検出
湯原 10.0 大迎（滑津） 34.1

な ら た け（ 天 然 ） 侭の上（峠田） 21.4
く り た け（ 天 然 ） 堤沢（滑津） 17.6
む き た け（ 天 然 ） 関 不検出
む き た け（ 栽 培 ） 堤沢（滑津） 41.2 島木野（滑津） 43.8
畑 し め じ（ 天 然 ） 山伏坂（峠田） 不検出
ムラサキシメジ（天然） 宮田 ( 関） 74.9

　柏木山放牧場に隣接する仮置き場の測定結果をお知らせします。
　平成２５年１１月６日に柏木山放牧場の空間放射線量及び地下水放射性物質量を測定した結
果、以下のとおりとなりました。
　今年５月から空間線量を測定していますが、追加被ばく量が年間１ｍ Sv/h を超えないよう
に管理され仮置き場が安全に保たれていることを表しています。

※１　測定点については、広報しちかしゅ
く６月号に掲載されています。
●お問い合わせ
　総務課　☎３７－２１１１（担当：秋葉）

七ヶ宿町放射性物質除去土壌仮置き場の放射能測定について

仮置き場の空間線量の推移地下水放射性物質質量
調査項目 測定値

放射性ヨウ素（Ｉ－１３１） 不検出

放射性セシウム（Ｃｓ－１３４） 不検出

放射性セシウム（Ｃｓ－１３７） 不検出

単位：Ｂｑ／ｋｇ
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